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理学系のＵ教授によるもので，T s u k u b a


















































































のリンクからも多くの論文の abstract や full text
にアクセスできます。例として，いま目の前のパ
ソコンから INSPEC（2002年 3 月20日まで試験導
入）にアクセスしたところ，2002年 4 月発行予定
の雑誌‘Information Processing Letters, Vol.82,
No. 1 ’の全文データが取れてしまいました！こ











































サイトの決定版が現れて one-stop shopping がで
きればと願っています。また，簡潔で強力な検索
条件の標準表記法，それに，個人的に常に目を配
りたい情報源のカスタマイズ機能も欲しいもので
す。これは，今後の研究開発に大いに期待したい
ところです。とは言え，ネットはいわば手元にあ
る世界最大の百科事典（検索エイドつき）として，
すでに十分役に立っています。また，段階 2 に肉
薄する機能として，ResearchIndex のように，あ
る研究論文を手がかりに，それを引用している最
新の論文を網羅的に検索してくれるなどという芸
当は，一昔前には考えられなかったことです。
先に掲げた 3 つの段階が達成されるときがいつ
来るかはわかりません。それは案外早いかもしれ
ません。発刊前に研究成果がどんどんネット上に
流れるような時代になれば，出版社が発行する商
品としての電子ジャーナルというもの自体がかな
り変容していることが予想されます。
ＤＬは大学の死活を握る
筑波大学の Tulips は，幸い，全国の大学のＤＬ
の中で先導的な役割を果たしてきたと思います。
この度，開設 4 年を経て，新システムに更新され，
ｉモードによる個人レベルの利用のための便宜が
図られるなど，常にいろいろな改良・模索が試み
られつつあります。これからは， 4 年間に蓄積し
た経験をどのように生かしていくか，流動的な状
況での的確な判断が要求されます。
今後，先に述べたような検索まわりの技術的な
課題に加えて，情報発信するＤＬ，情報ハブとし
てのＤＬ，情報リテラシの啓蒙教育との連動など，
多くの課題があります。
ＤＬは，従来の図書館にも増して，その大学の
教育･研究を左右するインフラとして，さらに地
域や社会との接点として，大きなカギを握ってい
ます。そのためには，例えば，学位論文のＤＬへ
の登録申請は，大学構成員として参加できる重要
な協力の一つといえるでしょう。
（にしはら・せいいち　電子・情報工学系教授）
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